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「 どしゃくずれ 」 
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８月８日、じしんがあった日、ぼくは、おじいちゃんおばあちゃんといっしょに車にのっていて

、けいたいのけいほうを聞いて車をすぐとめました。車の中もすごくゆれて、すこしこわかったで

す。そのとき、おじいちゃんからじしんがおきたときどうすればいいかをおしえてもらいました。 

お家にかえってテレビでニュースを見ていたら、どしゃくずれがおきたと言っていました。山が

けずれて、木や岩やたくさんのすながどうろにながれていきました。それを見て思ったことは、近

くにいたらいのちがあぶないと思いました。でも、なんでどしゃくずれがおきるのかなと思いまし

た。 

おとうさんおかあさんになんでどしゃくずれがおきるのかきいたら、じぶんでしらべなさいと言

われました。 

タブレットをつかってしらべたら、大雨がふってじめんに雨がたまると、どしゃくずれがおきや

すいことがわかりました。ほかにも山の木をきって、お家やえんぴつやノートやトイレットペーパ

ーにつかわれていることをしりました。もったいないつかいかたをすると、山の木がはやくなくな

ると思いました。ぼくはいつもおかあさんに「ムダづかいをしない」と言われることがあります。

そのいみが、しらべることでわかりました。なのでえんぴつやノートはたいせつにつかうこと、ト

イレでもたくさんトイレットペーパーをつかわないようにしていきたいと思いました。 

森や林、木がぼくにはどうでもいいじゃなくて、そだてることで大きくなりどしゃくずれもなく

なっていくと思います。 

ぼくがすぐにできることは、ものをたいせつにすることからやりたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


